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寒さが日毎に増し、冬の陽だまりがことのほ

か暖かく感じられるようになりました。新しい

年に向かって今年も残すところあと９日となり

ました。８０日間の長かった２学期も本日まで

となります。子どもたちがここまで，大きな事故

等もなく元気に過ごすことができましたことは，

ひとえに保護者の皆様，地域の皆様のおかげと

感謝申し上げます。 

２学期は，運動会や児童会活動に加え，各学年

の活動等，行事の多い学期でした。新型コロナが

「５類」に移行し，学校行事等が従来に近い形で

実施される中，子どもたちは，どの行事において

も力いっぱい取り組むとともに，日々の授業を

大切にしながら，充

実した学校生活を送

ることができたので

はないかと思ってい

ます。 

いよいよ明日からは子どもたちが待ちに待っ

た冬休みに入ります。１７日間の休みですが，大

晦日やお正月などの年末年始の行事もあり，家

族で１年を振り返ったり，新しい年の目標を話

し合ったりする良い機会です。お子さんとのコ

ミュニケーションを大いにとっていただき，３

学期の始業式には全員が新たな

気持ちで元気な顔で登校してほ

しいと願っています。また，冬

休み中，お子さんの感染症予防

等の体調管理に引き続きご配慮

をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２８日に令和６年度児童会役員を選ぶ児童

会選挙の立会演説会，投開票がふれあいホールで

行われました。４・５年生の計６名が各クラスから立

候補し，自分たちが考えるよりよい三村小学校をつ

くるための具体的な選挙公約を掲げ，この日まで選

挙運動を行ってきました。立会演説会では，立候補

者・責任者ともにこの日のために準備を重ね，堂々

と力のこもった演説

で聞く人を引きつけ

るものでした。聞いて

いた子どもたちの態

度も立派でした。 

また，選挙管理委員会の子どもたちも今回の選

挙を支えていた原動力となっていました。休み時間

も返上で準備を行い，当日の運営も立派にこなして

いました。この児童会選挙を通して，子どもたちは民

主主義の大切なシステムである選挙について，しっ

かりと学びました。 

来年度，三村小のよき伝統を引き継ぎ，さらによ

い児童会を築いてくれることを大いに期待していま

す。 

 

 

12 月１日の朝，全校で愛校作業を行いました。

今回は校庭や中庭，樹木園の落ち葉をきれいにす

るための活動でした。たくさんの木の葉が落ちてい

ましたが，学年ごとに一

生懸命取り組み，15 分

間ほどの活動ではありま

したが，とてもきれいに

なりました。 
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５年生：収穫祭でおにぎり 

パーティをしました。 

４年生：社会科で講師の遠藤美樹先生より「地方病」（日

本住血吸虫病）についてのお話をうかがいました。 

1 年生：秋まつりでお店を

出して楽しみました。 

６年生：鈴木先生指導に

よる「卒業の書」制作 

５年生：(株)日建の工場見学 

に行ってきました。 

 

 

１１月３０日には，玉穂中学校の田中先生が出

前授業のために来校されました。中学校では小学

校と違い，教科担任制となって授業内容も専門的

になってきます。そうしたことを早い段階で体験

できるようにと，例年この時期に６年生に実施し

ていただいています。この日は，数学の授業でト

ランプを使用し「プラ

ス」と「マイナス」の

学習を行っていただ

きました。少しですが

中学校の授業の雰囲

気に触れることができたようです。３学期にもう

１回，次回は英語の授業をしていただく予定です。 

 

 

１３日には，４年生が中央市社会福祉協議会

主催の「認知症キッズサポーター養成講座」を

受講しました。『認知症キッズサポーター』は，

何か特別なことをするのではなく，認知症の人

やその家族に優しく声を掛けたり，あたたかく

見守ったりする『応援者』です。 

子どもたちは，認知

症とはどのようなもの

か教えていただき，実

際にどんな声かけや対

応をしたらいいのか，

劇を見ながら考えることもできました。 

今後，困っているお年寄りを気遣うことがで

きる，そんな思いやりの輪が広がっていくこと

ができればと思います。 

 

 

21 日の午前中，３・４年生がスケート教室を

行いました。小瀬スポーツ公園内のアイスアリ

ーナを訪れ、県のアイスホッケー連盟から派遣

していただいた指導者の先生方のもと，冬の伝

統スポーツに親しみました。短い練習時間でし

たが，帰る頃には元気いっぱいに周回し，「上手 

に滑れるようにな

ったよ」と笑顔を見

せていました。ウイ

ンタースポーツと

して親しまれてき

ているスケートで

すが，近年では実施する学校も少なくなり，中央

市でも本校だけとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三村小 PTA で１５日まで実施した

「体操服リユース活動」へのご協力

ありがとうございました。多くの保

護者・地域の皆様のご協力で，夏・

冬の上下合わせて１１０点も集まりました。受取

については２月中旬を予定しております。 


